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要約 

関東 大 岩 災 を きつ か け に 固定 電話 網 の 整備 の た め に ダイ ヤル 式 電話 機 と 自動 交換 機 の 技術 の ニー ズ は 生ま れ 、 黒 電話 が 産声 を 
上 げた 。 終戦 を 経て 高度 成長 期 ! Se し た 。 電電 公社 が ダイ ヤル 自動 化 100 % を 目指 す 中 、 日 本 
は オイ ル シ ョ ッ ク の 狂乱 物価 に 見 舞 わ れ た 。 黒 電話 の 製造 コス ト を 下げ る た め 、 完 成 さ れ た と 言わ れ た 黒 電話 600 型 を さら に 
改善 する こと を 余儀 な くさ れ た 。 山形 大 学 工学 部 電気 工学 科 を 卒業 し て 間 も な い 鈴木 を 中 心 と し て 山形 県 米沢 市 の 田村 電機 で 
黒 電話 601 A 型 ダイ ヤル 開発 が 行わ れ た 。 新 し く 開 発 さ れ た 黒 電話 601A 型 は 日 本 の 家庭 を 電話 で 隅 々 まで つない だ と いっ て い 


い 。 本稿 は その 開発 の 状況 が いか が な も の で あっ た が 時 代 痛 景 と と も に 書き 残す も の で ある 。 


ギー ワー ド 
黒 電話 , 高度 成長 期 , 自動 交換 機 , ダイ ヤル , 固定 電話 綱 
1. 緒言 

「 こん な に シン プル な の に すご い 機 能 が 搭載 され て いた ん 
で すね 」 筆者 ら の うち 若い 世代 の 口 を つい て 出 た 言葉 だ っ た 。 
その 黒 電話 は 、 か つて 山形 県 米沢 市 に ある 山形 大 学 工学 部 応 
用 化学 科 第 一 講座 の 教授 室 に 設置 され 、 鎌 田 仁 教 授 、 松 木 健 
三 教授 、 尾 形 健 明 教 授 ら が 使っ た も の だ っ た 。 そ れ が 本 稿 の 
執筆 時 点 で まだ 現役 で 動作 し て いる の だ か ら 30 年 以上 も 稼動 
し て いる こと に な る 。 ち ゃ ん と 話 も で きる し 、 ダ イヤ ル も ス 
ムー ス に 動く 。 驚く べき 耐用 年 数 で ある 。 ス マー ト ホ ン の ピ 
クト グラ ム ( 図 1) の 原型 で も ある 黒 電話 。 今 や 実 動 す る 姿 を 
ほとん ど 見 か け な く な っ た が 、 そ の 開発 は どこ で いか に な さ 
れ た の で あろ うか 。 


mr 





図 1 : 今 で も 使わ れる 電話 の ピクトグラム 
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2. 電話 の 歴史 

表 1 に 電話 と それ に 関連 する 歴史 を 示す 。1876 年 、 送 話 
器 の 実験 で 希 硫 酸 を こぼし た グラ ハム ベル か | ワトソン シン 君 、 
ちょ っ と 来 き て くれ 」 と 言っ た の が 実用 に 耐え る 電話 だ っ た 
か どう か は と も か く 、 そ の 2 年 後に は 日 本 で も 電話 機 が 作ら 
れ た 。 1890 年 に は 進 信 省 ( 現 総務 省 ) の 管轄 で 200 名 の 加入 
者 を 記し た 電話 番号 薄 が 発行 され た 。 会 話 の 内 容 ( 情 報 ) に 
先立つ て 宛先 の 番号 に ID) を 付与 する この 仕組 み は イ ンタ ー 
ネッ ト の 世界 で も な ん ら 変 わる こと は な い 。 当初 は 交換 手 に 
電話 番号 を 伝え て 電話 回 線 を 切り 替え て も ら う 手動 交換 が 人 行 
われ て いた 。 

1923 年 に 未 鍵 有 の 地震 が 関東 一 円 を 謀っ た 。 ち ょ うど お 昼 
時 で 荻 、 七 輸 か ら 同 時 多発 的 に 火災 が 発生 し た 。 折 か ら の 強 
風 で 火炎 は た ち ま ち 延 焼 し 、 消 防 能力 を 超え た 。 消防 組織 の 
迅速 な 対応 の た め 、 ス テッ プ バ イス テッ プ 交 換 機 と ダイ ヤル 
式 電話 機 が 開発 され 、 消 防 ダ イヤ ル が 開設 され た 。 電 話 の ビ 
クト グラ ム ( 図 1) に 使わ れる 元祖 黒 電話 が 登場 し た の も 、 こ 
の 頃 で あっ た 。 い つの 時 代 も ニー ズ は 発明 の 母 で ある 。 か く 
し て 電話 機 に ダイ ヤル が 搭載 され た の で あっ た 。 

その 後 、 時 代 は 太平 洋 戦争 へ と 進み 、 多 く の 不 幸 と 悲し み 
を 抱え た まま 終戦 を 迎え た 。 戦 後 の 混 乱 の 中 、 治 安 の た め の 
警察 通報 用 電話 110 番 が 設置 され た 。 ダ イヤ ル し て か ら 警 察 
に つなが る まで 時 間 が か か っ て は 緊急 時 に 役立た な い 。10 パ 
ルス 毎秒 だ っ た 速度 を 20 パ ルス 毎秒 まで スピ ー ド アッ プ し 、 
クロ スバ パー 交換機 を 日 本 国 中 に 巡ら せ て 固定 電話 網 を 整備 す 
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表 1 : 電話 の 歴史 


号 事項 
1876 年 グラ ハム ベル 電話 機 発明 
1878 年 国産 第 一 号 電話 機 
1890 年 初め て の 電話 番号 薄 発 行 
1908 年 後藤 新平 、 電 話 普 及 の た め 度 数 制度 を 導入 
1923 年 関東 大 震 災 
1926 年 ステップ バイ ステ ッ プ 交換 機 (S XS) 導入 
1926 年 ダイ ヤル 式 電話 機 ・ 消 防 ダ イヤ ル (現在 の 119) 開設 
1933 年 元祖 黒 電話 3 号 自動 式 卓上 電話 機 
1941 年 太平洋 戦 争 
1943 年 運輸 通信 省 設置 
1944 年 米沢 工業 専門 学校 に 通信 工学 科 設置 
1945 年 終戦 
1946 年 謗 信 省 設置 
1948 年 110 番 が 8 都市 で 利用 可能 
1949 年 の 電気 工学 科 設 置 
1952 年 電電 公社 発足 
1952 年 _ クロ スバ パー 交換 機 X B 導 入 


ポリ プラ スチ ックス に より 、「CELCON」 の 輸入 販売 開始 、 そ 
の 後日 本 に お ける 商品 名 を 「 ジ ュ ラ コン 」 と 命名 
黒 電話 600 型 電話 機 「 完 成 さ れ た 電話 機 」 と 言わ れる 。20 パ 


1963 年 ルス 毎秒 に 対応 

1964 年 東京 オリ ン ピ ッ ク 

1966 年 ビー トル ズ 来 日 、 ベ トナ ム 戦 争 へ の 批判 高まる 

1967 年 、 クロ スバ パー 交換 機 C-400 導 入 

1968 年 。 全国 加入 者 数 、1000 万 突破 

1968 年 ポリ プラ スチ ックス が ジュ ラコ ン (ポリ アセ ター ル ) 国産 化 
を 開始 

1969 年 _ アナ ログ 電子 交換 機 DEX 導 入 

1969 年 _ ブッ シュ 式 電話 機 

1971 年 ドル ショ ッ ク 

1971 年 電電 公社 公衆 回 線 開放 

1972 年 田中 角 宋 総理 大 臣 、 「 日 本 列島 改造 論 」 で 交通 ・ 情 報 イ ン フ 
ラ 全 国 整備 を 唱え る 

1972 年 沖縄 返 層 

1973 年 第 4 次 中 東 戦争 

1973 年 (第 1 次 ) オ イル ショ ッ ク 

1973 年 _ フィ ン ガ ー 5 の 歌謡 曲 「 恋 の ダイ ヤル 6700」 大 ヒッ ト 
小学 館 小 学 四 年 生 1 月 号 の ドラ えも ん の 秘密 道具 に 「 も し も 


ボッ クス 」 初 出 

黒 電話 601A 型 商用 試験 
ダイ ヤル 自動 化 100% 完 了 
(第 2 次 ) オ イル ショ ッ ク 
「 日 本 列島 改造 論 」 か ら 
業 開始 


10 年 、 上 越 新 幹線 、 東 北新 幹線 、 党 


1982 年 国産 PC、NEC PC-9801 発売 

1983 年 ディ ジタル 交換 機 D70 導入 、ISDN 導入 開始 

1985 年 。 電電 公社 民営 化 、NTT へ 。 端末 自由 化 

1995 年 Windows 95 発売 、 固 定 電話 か ら 携 帯電 話 へ 

1996 年 固定 電話 加入 者 数 6153 万 件 (ビー ク ) 

2000 年 _ISDN 契 約 回 線 1000 万 回 線 

2011 年 東日本 大 震 災 

2011 年 固定 電話 加入 者 数 3766 万 件 (半減 ) 

る た め 、 電 電 公 社 が 発足 し た 。 完成 され た 電話 機 と 言わ れる 


黒 電話 600 型 が 世に 出回り 始め た 頃 、 日 本 の 高度 成長 期 の 象 
徴 と も 言え る 東京 オリ ン ピ ッ ク が 開催 され た 。 
順調 と も 思え た 経済 成長 に も 陰り が 出 て きた 。 泥沼 化す る 
ベト ナム 戦争 へ の 批判 が 高まり 、 ア メリ カ は 介入 縮小 を 余儀 
な くさ れ た 。 長 年 に わた る 膨大 な 軍事 支出 は ドル へ の 信用 不 
安 を も た らし 、 当 時 の アメ リカ の ニク ソン 大 統領 は 1971 年 、 
ドル と 金 の 免 換 停 止 に 踏み 切っ た 。 と の ドル ショ ッ ク に 加え 
て オイ ル シ ョ ッ ク も 日 本 を 直撃 し 、 日 本 は 終戦 直後 の よう な 
狂乱 物価 と な っ た 。 公害 問 題 や 廃棄 物 問 題 に 加え て 各地 で 賃 
上 げ を 求め た スト ライ キ も 行わ れ た 。 そ ん な 世相 に あっ て も 


全国 の 家庭 を つなぐ 固定 電話 網 の 整備 を 国民 か ら 託さ れ て い 
た 電電 公社 と し て は あき ぎ きら め る わけ に は いか な か っ た 。 電電 
公社 か ら 民 間 の 会 社 に 悲鳴 と も 思え る ミッ ショ ン が 下っ た 。 
「 完 成 さ れ た 黒 電話 600 型 を さら に 改善 し て コス ト ダ ウン を は 
か れ 」 

本 稿 で は 1970 年 代 に 山形 県 米沢 市 の 田村 電機 で な され た 
黒 電話 600 型 の 後継 機種 、 黒 電話 601A 型 の ダイ ヤル 開発 状況 
書き 残す こと を 目的 と する 。 


3. 固定 電話 の ダイ ヤル に 要求 され る 仕様 と 自動 交換 の 仕組 み 

ダイ ヤル 式 電話 機 と 自動 交換 機 の 仕組 み を 一 言 で 言え ば 、 
ダイ ヤル に 設け られ た 接点 を つない だ り (メー ク ) 切っ た り 
(ブレ ー ク ) する こと で 、 自 動 交 換 機 の 中 の 電磁 石 を 操作 し 、 
目的 の 宛先 に 電話 回 線 を 接続 する こと に ある (川上 , 2015; 高 
作 , 2014) 。 黒 電話 の 受話 器 を 持ち 上 げ る こと で 、 電 話 局 側 の 
48 V の 電源 が 供給 され 、 そ の 加入 者 線 ル ー プ を 回 転 ダ イヤ ル 
で 断続 する こと に よっ て 決め られ た 仕様 の パル ス ( 図 2) を 自 
ee 
ク 時 間 33 ミリ 秒 、 ブ レー ク 時 間 67 ミリ 秒 、 ポ ー ズ は 最低 650 

ミリ 秒 で ある 。20 パ ルス 毎秒 と な っ て も メー ク 時 間 と ブレ ー 
ク 時 間 の 比 、 メ ー ク レシ オ は 変わ ら な い 。 初期 特性 と し て メー 
クレ シオ は 公差 3 %、20 万 回 ダイ ヤル 後 で 公差 4 %、 そ れ が 
電電 公社 か ら 要 求 さ れ た 規格 で あっ た 。 黒 電話 で は 、 ス プリ 
ング と ギア だ け の 機械 部 品 で これ だ け の 精度 を 実現 する の で 
ある 。 


の クーク キワ レーク の (0000 


そ ー テ 


メー クレ シオ 33 9%) 


ドー a タイ JUL 仏 字 
電流 OFF 


吐 ,【【 








1 
ボー ズ ( 約 650 ms) 


図 2: ダイ ヤル パル ス の 規格 (10 パ ルス 毎秒 


メー ク ( 約 33 ms) 





4. 黒 電話 601A 型 ダ イヤ ル の 産声 

筆者 ら の ひと り 鈴 木 は オイ ル シ ョ ッ ク 当 時 、 公 衆 電話 機 ( 赤 
電話 ) を 製造 し て いた 田村 電機 に 勤務 し て いた 。 田村 電機 の 
相模 原 工場 で は 公衆 電話 を 組み 立て て お り 、 米 沢 工場 で は 公 
衆 電話 に 取り 付け る ダイ ヤル や クロ スバ パ バー 交換 機 に 取り 付け 
る 度数 計 を 製造 し て いた 。 相模 原 工場 より も 米沢 工場 の 方 の 
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p 利雄 他 : 日 本 の 家庭 を 隅 々 まで つない だ 黒 電話 


人 件 費 が 低かっ た た め 、 よ り コ スト メリ ッ ト が 得 ら れる と 判 
断 さ れ た の か 、 黒 電話 601A 型 の ダイ ヤル の 共同 開発 (電電 公 
社 武 蔵 野 通信 研究 所 、 岩 崎 通 信 機 、 東 芝 、 大 興 電機 製作 所 、 
日 本 通信 工業 、 田 村 電 機 ) は 山形 県 米沢 市 で 行う こと に な っ 
た 。 田村 電機 米沢 工場 に は 山形 大 学 工学 部 の 卒業 生 が 多く 勤 
務 し て お り 、 電 気 科 出 身 の 鈴木 も る 運 よく 上 司 の 命令 で 彼ら と 
と も に その 開発 業務 に 携わる こと と な っ た 。 開発 に 携わっ た 
筆者 ら の ひと り 鈴 木 は 当時 まだ 20 代 。 ま だ 世相 な ど 振 り 返 る 
ゆとり は な が っ 

黒 電話 601A 型 の ダイ ヤル の 共同 開発 の 発端 は 田村 電機 で 
試み て いた クロ スバ パー 交換 機 の 電話 料金 課金 の た め の 度 数 計 
の オー ルプ ラス チッ ク 化 で あっ た 。 そ の 当時 は 電話 機 が 回 線 
に 接続 し て いる 間 、 ク ロス バー 交換 機 に 取り 付け られ た 度数 
計 で 課金 情報 を 記録 し て いた の で ある 。 そ の こと と か ら 筆 者 ら 
の ひと り の 鈴木 は オー ルプ ラス チッ ク 化 され た タッ プ ダ イヤ 
ル の 開発 を 下 命 さ れ た 。 和 健 者 ら の ひと り で 機械 科 出 身 の 川 治 
は 方 眼 紙 に 鉛筆 で オー ルプ ラス チッ ク の 度数 計 の 図面 を 起こ 
す と ころ か ら は じ め た 。150 ト ン 程 度 の 射出 成型 器 が 社内 に 
あっ た の で 、 そ の た め の 金 型 を 作っ た 。 材 料 の エン ジニ アリ 
ウッ クノ フラ スナ リッ ク ど と し て ボリ カー ボネ ー ト ナイ 旭 ノ 66、 ュ 
ラコ ン (ポリ アセ ター ル ) な ど が 検討 され た が 摩擦 係数 が 少な 
いこ と と 、 吸 湿性 が な いこ と 、 国 産 化 が は じ ま っ た こと な どか 
ら ジ ュ ラ コン が 選ば れ た 。 

そう や っ つて 開発 され た オー ルプ ラス チッ ク の タッ ヲタ イヤ 
ル を 搭載 し た 電話 機 は 、 電 電 公 社 で 策定 し た 国内 の 規格 外 で 
あっ た た め 当 初 海外 で 販売 し た 。 サ イ パ ン 、 イ ンド な ど 営 業 
に 赴 い て 販促 し た 。 そ うこ うす る うち に 海外 で 販売 され て い 
る オー ルプ ラス チッ ク の タッ プ ダ イヤ ル が 電電 公社 の 目 に と 
まっ た 。 折 り し も オイ ル シ ョ ッ ク に 伴う 狂乱 物価 で 黒 電話 600 
型 の コス ト ダ ウン を 何と か し て 実現 し な けれ ば な ら な か っ た 
電電 公社 は 改め て プラ スチ ッ ク ダ イヤ ル の 共同 開発 を 前 述 の 
民間 会 社 に 下 命 し た 。 そ し て 改め て 国内 の 形式 と し て オー ル 
プラ スチ ッ ク の 黒 電話 601A 型 の 開発 が 始ま っ た の で あっ た 。 
黒 電話 601A 型 の 開発 は ダイ ヤル 、 回 路 網 、 ベ ル の 3 つの 
グル ー プ に 分 か れ て 開発 し た 。 稼 動 部 で 最も 難し か っ た の が 
ダイ ヤル 。 ま さ に 思い 出 が 詰まっ た ダイ ヤル だ 。 黒 電話 600 
曹 で 全て 金属 製 だ っ た ダイ ヤル を ベー スプ レー ト も 、 メ イン 
シャ フト も 、 ギ ア も 全て プラ スチ ッ ク 製 に 設計 変更 する こと 
を 試み た 。 当 時 は CAD も な く 手 書き で 図面 を 起こ し た 。 
自宅 に 開発 人 員 が 集まり 開発 に 没頭 し た こと も あっ た 。 そ 
の 開発 の 真っ 最 中 に まさ か の スト ライ キ 和 勃発 。 開 発 人 員 不 足 
を 補う た め 、 組 合 の 上 層 部 に いた 丸山 氏 が 応援 に 来 ら れ た 覚 
え が あ る 。 

要求 規格 は 20 万 回 の ダイ ヤリ ング 。 人 金 型 を 起こ し て ベー ス 
プレ ー ト 、 メ イン シャ フト 、 ギ ア を ジュ ラコ ン で 射出 成型 。 
100 万 回 の 保証 を 目指 し て ダイ ヤル を ひたすら 回 す 。 高 さ 1 
メー トル 幅 2 メ ー ト ル の ダイ ヤル 寿命 試験 機 を 導入 し 、 不 眠 
不 休 で 試験 し た 。 最初 の トラ イ で は わずか 2.000 回 で ステ ィ ッ 
ク 。 原因 は 部 品 の ジュ ラコ ン が 同種 材料 の た め 、 メ イン シャ 
フト と 挿入 する 部 品 な どの 摩擦 係数 が ダイ ヤル 動作 を 重ね る 
ご と に 大 きく な る た めで あっ た 。 試 作品 の 納期 まで あと 一 週 
間 の 猫 予 し か な か っ た 。 上 司 は イン ド に 出張 で いな い 。 も し 


納品 で さき なけ れ ば 受注 を 逃し 会 社 の 命運 に 関わ る 。 本当に 必 
死 で が ん ば っ た 。 

苦肉の策 で 考え 出し た の が 、 フ ロイ ル と いう 潤滑 油 に トリ 
クレ ン を 希 炎 剤 と し て 添加 し て 添加 剤 と する こと 。 そ こ に 
ジュ ラコ ン の 部 品 を デイ ッ プ 。 有毒 の トリ クレ ン が 蒸発 し て 
作業 員 の 健康 を 損なわ な いよ うに 冷却 し て 容器 を 密閉 し た 。 
組成 を 最適 化し て 3、7、15、20 % 溶 液 を 調整 し 、 部 品 に 応 
じ て 使い 分 ける こと で 、 有 要求 規 格 を は る か に 上 回 る 300 万 回 
の 試験 実績 を 作っ た 。 や っ と 解決 で きた 。 

各社 の 担当 者 が 集まり 色々 な 苦労 秘話 の 後 、 最 終 案 を 持ち 
寄り 、 核 心 部 分 に つい て は 、 田 村 電 機 の 案 が 採用 され 量産 化 
に 踏み 切っ た こと が 思い 出さ れる 。 結果 的 に 構造 や 材料 か ら 
見 て コス ト は 3 分 の 1 程度 に な っ た と 考え られ る 。 論 接続 の 
無い 高 品質 の まま 、 コ スト を 極限 まで 抑え た 黒 電話 601A 型 
は こう し て 歴 喝 に 産声 を 上 げた の だ っ つっ た 。 


5. 黒 電話 601 A 型 の 構造 と 特徴 

黒 電話 600 型 ( 図 3 う ) と 黒 電話 601A 型 ( 図 4) の 外観 は は ほとん 
ど と 変わ っ て いな い 。 し か し 外観 か ら は 想像 で き な い ぐら い 電 
話 機 の 内 部 構造 は 変化 し て いる ( 図 5、 図 6)。 黒 電話 600 型 か 
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図 3 : 黒 電話 600 型 電 話 機 の 外観 
注 : 写真 は 650A1 型 で 、 ダ イヤ ル は 600A 型 と 同じ で あり 、 山 形 
大 学 工学 部 施設 管理 課 に 保管 され て いた も の で ある 。 
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図 4 : 黒 電話 601A 型 の 外観 
注 : 写真 は 601A2 型 で 、 山 形 大 学 工 学部 施設 管理 課 に 保管 され て 
いた も の で ある 。 
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図 5 : 黒 電話 600 型 の 内 部 構造 














図 6 : 黒 電話 601A 型 の 内 部 構造 


黒 電話 601A 型 の コス ト 削 減 は ダイ ヤル だ け で な く 、 着信 

FR リッ ンド セ リッ ト を 載せ る フッ クベ イッ ツチ ま 
で お よび 、 ハ ンド セッ ト 内 の 送 話 器 、 a 回 路 網 ( 図 3、 
図 4)、 端 子 ( 図 8) も 半田 付け か ら フ ァ ス トン 端子 ( 図 11) に 代 
わっ た 。 そ の 結果 、 人 、 部 品 を 軸 に 一 
方 向 か ら 挿入 する だ け の 簡単 な 工程 と する と と が で きた 。 上 
電話 600 型 か ら 黒 電話 601A 型 へ の 移行 は 、 ま さ に 一 大 機構 改 
箇 だ た と 言 て いい 

も ちろ ん ダイ ヤル の 機械 的 特性 と し て 黒 電話 601A 型 も 黒 
電話 600 型 と 同等 の 性 能 が 要求 され た 。 実 験 室 で は 約 100 万 回 、 
回 転 さ せ た 後 の ス ピー ド と メー クレ シオ が 規格 ( 図 2) を 満足 
し て で しい の 。 

動作 機構 は 、 黒 電話 600 型 か ら 黒 電話 601 A 型 の 共通 で あ 
る ( 図 9、 図 12)。 指 で ダイ ヤル を 巻き 込む 際 に クラ ッ チ スプ 
リン グ が 緩み 、 指 を 放し て ダイ ヤル が 戻る 際 に は クラ ッ チ ス 
プリ ング が 締 っ て 、 メ イン スプ リン グ の 復元 力 が クラ ッ チ ギ 
ア か ら メ イン ギア に 伝達 され 、 フ リク ショ ン 機 構 が 働き 速度 
制御 され な が ら フ ィ ン ガ ー プ レー ト が 回 転 する 。 黒 電話 600 
型 ダ イヤ ル で は コン タク トス プリ ング ( 図 8) が 、 ま た 黒 電話 
601A 型 ダイ ヤル で は イン パル スス プリ ング ( 図 11) が 開閉 し 、 
電話 番号 通り の パル ス を 発生 させ 、 交 換 機 を 通し て 相手 の 電 
話 機 に 繋が る 

また ダイ ヤル の 温度 特性 と し て 実験 室 で は マイ ナス 20 度 
か ら プ ラス 60 度 まで 、 混 度 も 90 % で 要求 規格 が 満た され て 
I 
対応 する こと は 黒 電話 601A 型 ダイ ヤル の 大 き な 課 題 だ っ た 。 
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図 7 : 黒 電話 600 型 の ダイ ヤル ( 表 ) 
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図 8 : 黒 電話 600 型 電話 機 の ダイ ヤル ( 裏 ) 


も と も と 宅内 用 に 開発 し た ダイ ヤル で あっ た が 、 電 電 公 社 は 
その 有用 性 を 認識 し 最終 的 に cc だ 返還 さ 2 ば か り の 高温 
多湿 の 沖縄 か ら に a \ 衆 電 


話 の ダイ ヤル こも 採用 Ck CO ERE 衆 電 話 


ボッ クス の 約 80 度 まで 、 動 作 可能 な 新た ie 定か 必 
要 と な っ た 。 

黒 電話 600 型 ダ イヤ ル の 裏面 ( 図 8) に 見 える 一 番 大 き な 

ア が メイ ン ギ ア で 中 に は 人 金属 板 が 埋め 込ま れ て いる 。 還 
ギア と 繋が っ つて いる ギア が クラ ッ チ ギア ( 図 99 で ある 。 当初 
黒 電話 600 型 で は メイ ン ギ ア が 人 金属 だ っ た た め 、20 万 回 も ダ 
イヤ ル す る と 金属 の 磨耗 の た め 誤 発信 が 多く な っ た 。 そ こ で 
イン キア だ けり エン ノシ ニア フラ スチ リク 和信 の 0 ショ ラコ ン で 6 
作っ た の が 黒 電話 600A 型 で ある 。 当 時 開発 され た ば か り の 
ジュ ラコ ン は まだ 国産 化 さ れ て お ら ず 、 黒 電話 600A 型 で は 
ハイ インキ アッー クラ リプ チキ グ と も や に 同人 し に ラフ ョ ラコ ヨン で (用 ら 
れ て いる 。 

黒 電話 600 型 と 黒 電話 601A 型 と も に フィ ン ガ ー プ レー ト 
の 奥 に は メイ ンス プリ ング が 入っ て いる 。 か な り 強 い 板 パ 
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図 9 : 黒 電話 600 型 の ダイ ヤル 側面 


ネ で 、 分 解す る と 勢い 良く 飛び 出し て くる 強 さ だ 。 黒 電話 
601A 天 の メア イン ヘラ リン ラク ステンレ ス の まま だ っ つた の る 
ここ だ け は バネ 同志 の 接触 摩擦 を 下げ る た め 潤 滑 剤 と し て 二 
硫化 モリ ブ デ ン が 使用 され て いる 。 使用 者 が フィ ン ガ ー プ 
レー ト を 回 す 時 に ポー ズ ス プリ ング が 作動 し な いよ うに 、 ま 
た ダイ ヤル が 重く な ら な いよ うに 、 ク ラッ チ 機 構 が 付い て い 
a 

黒 電話 601A 型 ダイ ヤル ( 図 11) で は コス ト 削 減 の た め 大 幅 
に 部 品 の 材料 変更 が な され て いる 。 メ イン ギア は も ちろ ん 
ベー スプ レー ト や ガバ ナ ユ ニッ ト な ど ほ と ん ど が 人 金属 か ら 
ジュ ラコ ン に 変更 し た 。 また クラッチ スプ リン ク の 和 材料 を べ 
リリ ウム 銅 か ら ス テン レス の 焼鈍 品 に 変更 し た 。 シ ャ ント ス 
ジリ ンク 、 コ クタ クト スッ リッ クック 、 ボ ポーズ スペ アリ ンク の 先 旧 
に ある 接点 も 銀 パ ラジ ウム の 一 体 品 か ら 、 銅 の 上 に 銀 パ ラジ 
ウム (50 : 50) を 張り 合わ せ た 材料 に 変更 し た 。 ま た 板 バ ネ 類 
は すべ て ステ ン レ ス に 変更 し た 。 

黒 電話 601A 型 に 特徴 的 な ボー ル 機 構 で は ダイ ヤル を 巻く 
IO 
いる が 、 ダ イヤ ル を 戻す と き に は ボー ル の ロッ ク が 解除 され 
る と と ど と で 3 つ が 同 則 し て 回 り 出 すず 。 また シャ ント スプ ズリ ンク 
兼 ポ ボー ズ ス プリ ング や イン パル スス プリ ング は ロー ル 状 態 で 
3 分 の 1 に 半田 メッ キ を する こと と に より 接触 抵抗 の 増大 を 防 
過 し て いる 
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図 10 : 黒 電話 601A 型 ダイ ヤル ( 表 ) 
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図 11 : 黒 電話 601A 型 ダイ ヤル ( 裏 ) 
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図 12 : 黒 電話 601 A 型 の ダイ ヤル 側面 区 


6. 黒 電話 の その 後 

1972 年 に 著 さ れ た 日 本 列島 改造 論 は 、「 水 は 低 き に 流れ 、 
人 は 高き に 集まる 。」 の 序 か ら 始 まる (田中 , 1972) 。 その 著書 
で 田中 は 都市 の 過密 と 農村 の 過疎 の 格差 定 正 の た め 、 新 幹線 
と 高速 道路 と 情報 通信 ネッ トワ ー ク の 必要 性 を 高らか に 計っ 
て いる 。 著者 の ひと り 立 花 が まだ 物心 つく か つか な いか だ っ 
た その ころ 、 祖 父母 の も と で 夏休み を 過ごし た と き 、 そ の 日 
本 列島 改造 論 を 片手 に 「 東 北 に も 新幹線 が 来る ぞ 」 と 亡くな っ 
た 祖父 が 興奮 気 MM さっ ぎり と 覚 
えて いる 。 祖父 こ は 有 線 放 送 設 備 が あり 、 電 話 と 有線 の 
人 ia に 聞い て みた が 、 my 
た 。 当 時 の 地方 の 農村 の 有線 放送 で は 、 グ ルー ブ プ 加入 で 電電 


公社 の 固定 電話 網 に 接続 し た いと いう 要望 が 強く 、 電 電 公 社 
が これ を 嫌っ て いた と 知っ た の は 本 稿 執筆 の た め 黒 電話 に つ 


いて 調査 を 始め て か ら だ っ た (高橋 , 2011)。 

1979 年 に つい に ダイ ヤル 自動 化 100 % が 達成 され 、 黒 電話 
601A 型 の ダイ ヤル を 回 す だ け で 、 い つ で も 日 本 中 の どこ へ で 
も 繋が っ て 、 会 話 出 来る 時 代 と な っ た 。 

し か し 上 黒 電話 601A 型 の 驚異 的 な 耐用 年 数 が 裏目 に 出 て 
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その 市 場 は 急速 に 縮小 し 、 電 気 通信 各社 は 新た な ニー ズ を 求 
め て 凌ぎ を 削る こと と な っ た 。 日 本 通信 工業 は その の ち 日 本 
電気 の 子会社 と な っ た 。 1982 年 に は その 日 本 電気 か ら 発 売 さ 
れ た PC-9801 は 漢字 が 表示 で きる こと も あっ て 日 本 の ビジ ネ 
ス を 一 転 さ せ た 。 同 じ 1982 年 に 田村 電機 は 磁気 カー ド 式 公衆 
電話 ( 緑 電話 ) を 開発 し 、 華 や か な デザ イン の テレ フォ ンカ ー 
ド が 一 世 を 風魔 し た 。 日 本 列島 改造 論 が 世に 出 て 10 年 、 時 期 
を 同じ く し て 上 越 新 幹線 と 東北 新幹線 が 営業 開始 し た 。 そ し 
て 1985 年 に 役目 を 終え た 電電 公社 は 解散 し 、NTT と し て 新た 
な スタ ー ト を 切っ た 。 使用 者 は 好み の 電話 機 を 家電 量販 店 で 
購入 する 時 代 と な っ た の で ある 。 

さら に 時 代 が 進み 交換 機 が ディ ジタル 電子 交換 機 に 置き 換 
わり 、Windows 95 の 発売 で イン ター ネッ ト が 爆発 的 に 普及 す 
る と 、 回 転 式 ダ イヤ ル か ら プ ッシュ ボタ ン へ 、 さ ら に 携帯 電 
話 の キー パッ ド に 引き 継が れ た 。 携帯 電話 の キー バ パッド か ら 
は ジー コロ コロ と いう ダイ ヤル の 回 転 音 も ピッ ポッ パッ と い 
う プ ッシュ トー ン も 聞こ え ず 、 単 な る 情報 入力 装置 と 化し た 。 
さら に タッ チ パ ネル に な っ た スマ ホ で は 、 電 話 番号 は 電話 帳 
に 登録 し て ある の で 、 相 手 の 名 前 を タッ プ す る だ け に な っ た 。 
今 と な っ て は 回 転 式 ダ イヤ ル を 見 か ける こと は まず な い 、。 
山形 大 学 も 被災 し た 2011 年 の 東日本 大 震 炎 は 、 新 た な 教 
訓 を 生ん だ 。 そ の と き の 工 学部 キャ ン パ ス に は 公衆 電話 ボッ 
クス が な か っ た 。 皮肉 に も か つて キャ ン パ ス に あっ た 公衆 電 
話 ボ ックス は 携帯 電話 の 普及 と 経済 的 な 理由 か ら 撤 去 さ れ て 
いた の だ っ た 。 1923 年 の 関東 大 震 炎 が きつ か け で 電話 の 自動 
交換 と ダイ ヤル 化 を 進め 、1979 年 に ダイ ヤル 自動 化 100% が 
達成 する まで 、 約 半 世 紀 。 そ の 後 ま た 半 世 紀 が 過ぎ よう と し 
CN 

電気 通信 事業 法 に よる と 、 災 害 時 な どの と き は 、 救 援 、 秩 
序 の 維 持 な ど に 関わ る 重要 通信 の た め の 優 先 電話 を 設け な く 
て は な ら な い 。NTT が 設置 する 公衆 電話 は 、 優 先 電話 と 同様 
の 扱い と な っ て いる た め 、 災 害 時 で も 通信 規制 を 受け な い 。 
し か し 、 携 帯電 話 の 普及 に より 、2001 年 に は 68 万 台 あ っ た 
公衆 電話 は 、2012 年 に は 21 万 台 に 減っ つた (総務 省 , 2013)。 
誰 も が 便利 に な っ た と 思っ て 使っ て いた 携帯 電話 は 、 い つ 
の ま に か 関東 大 震 災 後に 必要 と され た 黒 電話 と は 別物 に 変貌 
を 遂げ て いた 。 そ し て つい に は 災害 時 の 最後 の 頼み の 綱 で あ 
る 公衆 電話 を 駆逐 する まで に 勢い を 増し て いた 。 そ し て 東 日 
本 大 岩 炎 時 に は 携帯 電話 を 利用 し て いた 多く の 人 が 通信 手段 
に 事 欠 く 状況 と な っ た 。 そ の 点 、 受 動 素子 と 機械 部 品 だ け で 
構成 され た 黒 電話 は 、 た と え 停 電 時 で も 日 本 中 どこ へ で も つ 
か の と の この が の ' で きた だ 。 

華々 し く 新 た に 開業 し た 青森 新幹線 や 北陸 新幹線 も 、 在 来 
線 を 第 3 セク ター に 追い や り 、 都 市 部 の 新幹線 利用 者 と 過疎 
地域 の 交通 弱者 と の 格差 が 広がっ て いる よう に も 見 える 。 黒 
電話 601A 型 に 限ら ちら ず 、 人 々 が な ぜ そ の 工業 製品 を 求め た の か 、 
改め て 考え 直す 時 期 で は な か ろう か ? 良かれ と 思っ た モノ づ 
くり が ゴミ づく り に な ら ぬ よう 、 本 稿 が これ か ら の 時 代 を 担 
う 次 世代 の 一 助 と な る こと を 切 に 願う も の で ある 。 
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